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一
、
は
じ
め
に

　

村
上
天
皇
は
、
漢
詩
・
和
歌
・
管
絃
に
秀
で
た
文
化
的
指
導
者
で
あ
っ
た
（
（
（

。

詩
宴
を
催
す
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
、
御
製
の
詩
句
は
、
和
漢
朗
詠
集
、
新
撰
朗

詠
集
、
類
聚
句
題
抄
な
ど
に
残
っ
て
い
る
。
和
歌
の
面
で
は
、
撰
和
歌
所
を
設

置
し
、
後
撰
集
編
纂
や
万
葉
集
に
訓
点
を
施
さ
せ
た
功
績
が
大
き
い
。
ま
た
、

琴
や
琵
琶
を
愛
好
し
、
筝
の
琴
の
手
ほ
ど
き
を
女
御
ら
に
行
っ
た
。

　

和
歌
に
関
す
る
功
績
と
し
て
は
、
歌
合
を
挙
げ
る
こ
と
も
欠
か
せ
な
い
。
天

暦
七
（953

）
年
十
月
に
内
裏
菊
合
を
開
催
し
た
頃
か
ら
公
的
に
歌
を
重
視
し

始
め
、
天
皇
主
催
の
歌
合
も
度
々
催
さ
れ
て
い
た
。
特
に
天
徳
四
（960

）
年

の
内
裏
歌
合
は
行
事
記
録
も
残
り
、
後
に
晴
儀
歌
合
の
範
と
さ
れ
た
こ
と
は
よ

く
知
ら
れ
て
い
る
。
一
方
で
、
村
上
御
集
は
後
宮
の
女
性
た
ち
と
の
贈
答
歌
を

主
と
す
る
と
指
摘
（
（
（

さ
れ
る
よ
う
に
、
私
的
に
も
和
歌
を
重
視
し
て
お
り
、
先
行

研
究
の
注
目
も
こ
こ
に
集
中
す
る
（
（
（

。

　

村
上
朝
に
お
い
て
は
和
歌
が
公
私
と
も
に
重
視
さ
れ
て
い
く
が
、
そ
れ
に
は

後
宮
の
活
動
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
天
徳
歌
合
は
「
女
房
歌
合
」

と
し
て
男
の
詩
合
に
対
抗
し
た
も
の
と
記
録
さ
れ
、
左
右
頭
な
ど
に
後
宮
の
女

性
た
ち
を
配
し
て
い
る
。
こ
こ
に
公
的
に
開
催
さ
れ
た
歌
合
と
後
宮
の
関
係
が

明
ら
か
に
示
さ
れ
る
の
だ
が
、
そ
れ
以
前
に
行
わ
れ
て
い
た
後
宮
の
歌
合
は
そ

の
資
料
的
な
不
十
分
さ
も
あ
っ
て
か
、
漠
然
と
天
徳
歌
合
を
到
達
点
と
し
た
発

展
史
観
で
捉
え
ら
れ
る
だ
け
で
、
問
題
と
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
の
が
現
状
で
あ

る
。

　

本
稿
で
は
、
村
上
朝
を
追
究
す
る
う
え
で
欠
か
せ
な
い
後
宮
と
歌
合
と
の
か

か
わ
り
を
見
直
す
。
こ
れ
は
、
天
徳
歌
合
の
評
価
に
付
随
し
て
の
み
考
え
ら
れ

て
き
た
後
宮
の
歌
合
の
位
置
づ
け
を
再
度
考
察
す
る
こ
と
で
、
村
上
朝
の
和
歌

事
情
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
（
（
（

。
な
お
、【
資
料
】
と
し
て
村
上

朝
の
後
宮
と
歌
合
一
覧
を
付
し
た
。

村
上
朝
の
後
宮
と
歌
合

田
　
原
　
加
奈
子
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【
資
料
】　
村
上
朝
の
後
宮
と
歌
合
一
覧

【
凡

例
】

1.内
裏

で
開

催
さ

れ
た

も
の

は
名

称
の

は
じ

め
に

○
を

記
し

、
内

裏
以

外
で

開
催

さ
れ

た
歌

合
は

ア
ミ

カ
ケ

で
記

し
た

2.誕
生

し
た

皇
女

に
は

〔
　

〕
を

付
し

た
3.女

御
た

ち
の

父
の

官
職

に
つ

い
て

は
、

村
上

天
皇

即
位

時
の

も
の

か
ら

記
し

、
年

齢
を

（
　

）
で

併
記

し
た

元
号

西
暦

村
上

天
皇

事
績（

年
齢

）
歌

合
中

宮
安

子
父師
輔

斎
宮

女
御

徽
子

父重
明

麗
景

殿
女

御
荘

子
父代
明

弘
徽

殿
女

御
述

子
父実
頼

宣
耀

殿
女

御
芳

子
父師
尹

延
長

４
929

誕
生

（
承

平
６

年
斎

宮
）

（
入

内
時

期
不

明
）

（
入

内
時

期
不

明
）

（
937没

）
天

慶
３

940
元

服（
15）

入
内

天
慶

７
944

皇
太

子（
19）

945
（

帰
京

）
入

内
946

女
御

 / 皇
子

 薨
女

御
天

暦
１

947
即

位（
22）

右
大

臣（
40）

卒
左

大
臣（

48）
参

議（
28）

948
陽

成
院

一
親

王
姫

君
達

歌
合

〔
承

子
〕

入
内

権
中

納
言（

29）
949

女
御

 / 〔
規

子
〕

950
憲

平［
冷

泉
］

式
部

卿（
45）

女
御

951
〔

承
子

　
薨

〕
中

納
言（

32）
952

為
平

〔
楽

子
〕

953
○

内
裏

菊
合

〔
輔

子
〕

954
没（

49）
955

○
内

裏
紅

葉
合

〔
資

子
〕

956
坊

城
右

大
臣

殿
歌

合（
師

輔
前

栽
合

）
歌

合
歌

合（
瞿

麦
） / 昌

平
天

徳
１

957
蔵

人
所

歌
合

958
立

后
女

御
959

（
八

月
詩

合
）

歌
合

 / 守
平［

円
融

］
歌

合（
前

栽
合

）
960

○
内

裏
歌

合
没（

53）
権

大
納

言（
41）

応
和

１
961
962

○
内

裏
歌

合（
庚

申
）

〔
皇

女
　

薨
〕

皇
子

　
薨

河
原

院
歌

合
963

宰
相

中
将

君
達

春
秋

歌
合

康
保

１
964

〔
選

子
〕 / 卒

具
平

965
永

平
966

源
順

馬
名

歌
合

大
納

言（
48）

○
内

裏
前

栽
合

967
出

家
、崩

御（
42）

出
家

関
白

太
政

大
臣

卒
右

大
臣（

50）
968
969

没（
52）

970



村
上
朝
の
後
宮
と
歌
合
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二
、
村
上
朝
の
後
宮

　
『
一
代
要
記
』
を
参
照
す
る
と
、
村
上
天
皇
の
後
宮
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ

る
（
（
（

。
皇
后
藤
朝
臣
安
子
〈
天
慶
九
年
五
月
十
日
叙
従
四
位
下
同
二
十
七
日
為
女

御
天
徳
二
年
十
（
七
、
栄
花
）
月
二
十
七
日
為
皇
后
三
十
二
歳
康
保
元
年

四
月
二
十
九
日
薨
右
大
臣
師
輔
女
〉

女
御
従
四
位
上
徽
子
女
王
〈
中
務
卿
重
明
親
王
女
母
太
政
大
臣
忠
平
女
承

平
六
年
九
月
為
斎
宮
年
八
歳
天
暦
二
年
二
月
入
内
年
二
十
歳
同
三
年
四
月

七
日
為
女
御
〉

女
御
従
四
位
上
荘
子
女
王
〈
中
務
卿
代
明
親
王
女
母
右
大
臣
定
方
女
天
暦

四
年
十
月
二
十
日
為
女
御
天
皇
崩
後
為
尼
寛
弘
五
年
七
月
十
六
日
卒
年
七

十
八
〉

女
御
無
位
藤
朝
臣
述
子
〈
太
政
大
臣
実
頼
三
女
母
時
平
女
天
慶
八
年
十
一

月
五
日
入
内
同
九
年
十
二
月
廿
七
日
為
女
御
天
暦
元
年
五
月
三
日
卒
贈
従

三
（
四
イ
）
位
上

女
御
従
四
位
下
藤
朝
臣
芳
子
〈
左
大
臣
師
尹
一
女
母
定
方
女
天
徳
二
年
十

月
廿
八
日
為
女
御
康
保
四
年
七
月
二
十
九
日
卒
〉

更
衣
源
計
子
／
更
衣
藤
祐
姫
〈
元
方
女
也
〉
／
更
衣
藤
正
妃
／
更
衣
藤
脩

子
／
更
衣
藤
有
序

　

皇
后
か
ら
更
衣
ま
で
、
十
人
が
記
さ
れ
る
。
こ
れ
は
醍
醐
天
皇
が
、
中
宮
穏

子
の
ほ
か
に
十
六
人
の
女
御
・
更
衣
が
い
た
こ
と
に
類
す
る
多
さ
で
あ
る
。
先

代
の
朱
雀
天
皇
が
女
御
二
人
、
後
代
の
冷
泉
天
皇
が
中
宮
の
ほ
か
に
女
御
三
人
、

さ
ら
に
後
の
円
融
天
皇
が
中
宮
の
ほ
か
に
女
御
三
人
、
更
衣
二
人
で
あ
る
こ
と

に
比
べ
る
と
、
醍
醐
・
村
上
の
後
宮
の
に
ぎ
わ
い
が
明
ら
か
で
あ
る
。
村
上
が

醍
醐
に
倣
い
、
後
撰
集
編
纂
を
は
じ
め
と
す
る
文
化
的
な
政
策
を
行
っ
た
こ
と

は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
だ
が
、
後
宮
の
に
ぎ
わ
い
、
皇
子
女
の
多
さ
と
い

う
点
も
共
通
す
る
。

　

さ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
女
御
・
更
衣
た
ち
に
つ
い
て
そ
の
背
景
を
含
め
て
以
下

に
確
認
し
て
い
く
。
確
認
し
た
い
の
は
、
そ
の
出
自
と
、
栄
花
物
語
や
御
集
か

ら
う
か
が
え
る
村
上
天
皇
と
の
関
係
性
で
あ
る
。

　

中
宮
安
子
（
（
（

は
、
右
大
臣
師
輔
の
女
で
、
天
慶
三
（940

）
年
に
村
上
天
皇
が

元
服
し
て
ま
も
な
く
嫁
し
て
い
る
。
親
王
も
し
く
は
大
臣
の
女
が
初
め
て
参
る

夜
に
降
り
る
賛
車
宣
旨
（
（
（

が
、
太
政
大
臣
の
孫
と
い
う
理
由
で
安
子
参
入
の
折
に

賛
車
が
許
さ
れ
る
厚
遇
で
あ
っ
た
（
（
（

。
そ
し
て
三
人
の
皇
子
、
四
人
の
皇
女
を
生

ん
だ
（
他
に
男
女
ひ
と
り
ず
つ
夭
逝
し
て
い
る
）。
多
く
の
女
御
た
ち
の
中
で

も
ひ
と
き
わ
重
き
を
置
か
れ
た
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
一
方

で
二
人
の
関
係
に
つ
い
て
、
大
鏡
に
は
「
帝
も
、
こ
の
女
御
殿
に
は
い
み
ぢ
じ

う
怖
ぢ
申
さ
せ
た
ま
ひ
、
あ
り
が
た
き
こ
と
を
も
、
奏
せ
さ
せ
た
ま
ふ
こ
と
を

ば
、
い
な
び
さ
せ
た
ま
ふ
べ
く
も
あ
ら
ざ
り
け
り
。
い
は
む
や
自
余
の
こ
と
を

ば
申
す
べ
き
な
ら
ず
（
（
（

」（
師
輔
伝
）
と
帝
に
対
す
る
安
子
の
発
言
権
の
強
さ
が
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窺
わ
れ
、
続
け
て
、
芳
子
に
嫉
妬
し
て
土
器
の
破
片
を
投
げ
込
む
と
い
う
暴
挙

に
及
ん
だ
逸
話
も
記
さ
れ
る
。
ま
た
、
御
集
に
残
る
歌
で
安
子
に
関
す
る
も
の

は
五
首
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
贈
答
の
形
で
は
な
い
（
（（
（

。
村
上
天
皇
の
元
服
後
ま
も

な
く
嫁
し
て
お
り
、
師
輔
の
後
見
も
強
力
で
、
厚
遇
さ
れ
た
こ
と
は
間
違
い
な

い
事
実
だ
ろ
う
が
、
そ
の
反
面
、
残
さ
れ
る
逸
話
か
ら
は
二
人
の
間
柄
が
円
満

で
あ
っ
た
と
は
言
い
難
い
。

　

斎
宮
女
御
徽
子
（
（（
（

は
、
醍
醐
天
皇
第
四
皇
子
・
重
明
親
王
（
村
上
天
皇
と
は
異

母
兄
弟
）
の
女
で
、
母
は
忠
平
女
。
承
平
六
（936

）
年
に
伊
勢
斎
宮
と
な
り
、

天
慶
八
（945

）
年
母
の
死
に
よ
り
退
任
し
、
帰
京
。
そ
の
後
、
天
暦
二
（948

）

年
に
入
内
し
て
い
る
。
父
重
明
は
徽
子
入
内
後
で
あ
る
が
式
部
卿
と
な
っ
て
お

り
、
ま
た
当
時
生
き
て
い
た
村
上
天
皇
の
兄
と
し
て
は
最
年
長
で
、
か
つ
政
治

的
中
心
に
い
た
忠
平
ら
と
も
関
係
が
深
い
（
忠
平
の
女
寛
子
と
重
明
の
間
に
生

ま
れ
た
の
が
徽
子
で
あ
る
）。
斎
宮
で
あ
っ
た
と
い
う
境
遇
か
ら
他
の
女
御
た

ち
と
は
異
な
る
感
性
で
後
宮
生
活
を
送
っ
て
い
た
か
（
（（
（

。
御
集
に
残
る
贈
答
歌
は

他
の
女
御
た
ち
に
比
べ
て
特
に
多
く
（
（（
（

、
天
皇
と
の
交
流
の
親
密
さ
が
窺
わ
れ
る
。

　

麗
景
殿
女
御
荘
子
は
、
代
明
親
王
の
女
で
、
天
暦
六
（952

）
年
に
楽
子
内

親
王
を
、
康
保
元
（964

）
年
に
具
平
親
王
を
生
ん
で
い
る
。
楽
子
と
具
平
の

間
に
は
十
年
以
上
の
差
が
あ
る
。
御
集
に
天
皇
と
の
贈
答
歌
は
見
ら
れ
な
い
。

栄
花
物
語
に
は
、「
麗
景
殿
の
御
方
の
七
の
宮
ぞ
、
を
か
し
う
、
御
心
掟
な
ど
、

小
さ
な
が
ら
お
は
し
ま
す
を
、
母
女
御
の
御
心
ば
へ
推
し
は
か
ら
れ
け
り
（
（（
（

」（
月

の
宴
（
（（
（

）
と
さ
れ
、「
七
の
宮
」
具
平
親
王
の
か
わ
い
ら
し
く
て
幼
少
な
が
ら
気

配
り
な
ど
も
で
き
る
こ
と
を
褒
め
、
そ
の
こ
と
か
ら
「
母
女
御
の
心
ば
へ
推
し

は
か
ら
れ
け
り
」
と
母
で
あ
る
荘
子
の
気
性
を
褒
め
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

荘
子
自
身
の
才
智
や
特
技
に
関
す
る
も
の
は
記
さ
れ
な
い
。
徽
子
と
同
じ
く
親

王
を
父
に
持
つ
と
は
い
え
、
そ
の
父
は
早
く
に
没
し
て
お
り
、
後
見
の
心
も
と

な
さ
が
際
立
ち
、
天
皇
と
の
贈
答
歌
も
残
ら
ず
、
関
係
の
濃
淡
を
窺
う
す
べ
が

な
い
。

　

弘
徽
殿
女
御
述
子
は
、
左
大
臣
実
頼
の
女
（
母
は
時
平
女
）
で
あ
る
が
、
入

内
し
て
間
も
な
く
、
天
暦
元
（947

）
年
に
没
し
て
い
る
。
日
本
紀
略
（
（（
（

に
、「
女

御
藤
原
述
子
卒
東
三
條
第
。〈
年
十
五
〉
依
疱
瘡
之
間
産
生
也
。
號
弘
徽
殿
女
御
。

左
大
臣
（
実
頼
）
女
也
」（
十
月
五
日
条
）
と
、
十
五
歳
で
懐
妊
中
に
疱
瘡
に

か
か
っ
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
記
さ
れ
る
。
こ
の
と
き
ま
だ
天
皇
に
皇
子
女
は

お
ら
ず
、
父
実
頼
や
祖
父
忠
平
の
期
待
は
大
き
く
、
こ
の
結
果
に
ひ
ど
く
落
胆

し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
同
時
に
、
天
皇
に
と
っ
て
も
大
き
な
喪
失
で
あ
っ
た
。

述
子
を
悼
む
歌
が
御
集
に
残
る
。

お
な
じ
女
御
〔　

〕
せ
給
ひ
て
、
雪
の
ふ
る
日

ふ
る
ほ
ど
も
な
く
て
き
え
ぬ
る
し
ら
雪
は
人
に
よ
そ
へ
て
か
な
し
か
り
け

り 

（
三
）

物
の
中
に
御
ふ
み
の
有
り
け
る
を
御
覧
じ
て

み
な
が
ら
に
な
み
だ
の
み
こ
そ
な
が
れ
け
れ
と
ど
め
お
き
け
る
玉
づ
さ
に

よ
り 

（
四
）

左
大
臣
女
御
う
せ
給
ひ
に
け
れ
ば
父
お
と
ど
の
許
に
つ
か
は
し
け
る

い
に
し
へ
を
さ
ら
に
か
け
じ
と
お
も
へ
ど
も
あ
や
し
く
め
に
も
み
つ
な
み

だ
か
な 

（
一
二
〇
）
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宣
耀
殿
女
御
芳
子
は
、
参
議
（
村
上
天
皇
即
位
時
）
師
尹
の
女
。
そ
の
容
貌

を
記
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
大
鏡
に
は
「
か
た
ち
を
か
し
げ
に
う
つ
く
し
う
お

は
し
け
り
」（
師
尹
伝
（
（（
（

）
と
さ
れ
、
車
に
乗
る
際
、
身
体
は
乗
り
込
ん
で
も
髪

の
す
そ
は
ま
だ
母
屋
の
柱
の
も
と
だ
っ
た
、
と
い
う
ほ
ど
長
髪
の
持
ち
主
で
あ

る
。
教
養
も
あ
り
、
枕
草
子
に
も
古
今
集
を
す
べ
て
暗
記
し
、
箏
の
琴
も
上
手

で
あ
っ
た
と
、
話
題
に
上
る
（
（（
（

。
箏
の
琴
に
関
し
て
は
、
村
上
天
皇
か
ら
手
ほ
ど

き
を
受
け
た
と
も
さ
れ
る
（
（（
（

。
御
集
に
は
長
恨
歌
を
踏
ま
え
た
贈
答
歌
が
残
る
。

も
ろ
ま
さ
の
朝
臣
の
む
す
め
の
女
御
に

い
き
て
の
世
し
に
て
の
後
の
の
ち
よ
り
も　

は
ね
を
か
は
せ
る
鳥
と
な
り

な
ん 

（
一
〇
七
）

御
返
し

秋
に
な
る
こ
と
の
葉
た
に
も
か
は
ら
す
は　

わ
れ
も
か
は
せ
る
枝
と
な
り

な
ん 

（
一
〇
八
）

天
皇
が
芳
子
と
比
翼
の
鳥
と
な
る
こ
と
を
望
み
、
芳
子
は
天
皇
の
心
が
変
わ
ら

な
い
の
で
あ
れ
ば
連
理
の
枝
と
な
る
こ
と
を
望
む
、
来
世
も
共
に
あ
ら
ん
こ
と

を
願
う
も
の
で
、
二
人
の
間
柄
の
深
さ
を
推
し
量
る
も
の
と
な
る
。
ほ
か
に
五

首
の
歌
が
御
集
に
残
り
、
天
皇
は
芳
子
を
「
私
物
（
（（
（

」
と
し
て
寵
愛
し
て
い
た
。

　

按
察
更
衣
正
妃
は
、
藤
原
在
衡
の
女
で
、
保
子
、
致
平
、
昭
平
の
三
人
の
皇

子
女
を
持
ち
、
こ
れ
は
安
子
に
続
い
て
の
多
さ
で
あ
る
が
、
寵
愛
の
ほ
ど
は
詳

し
く
わ
か
ら
な
い
。
拾
遺
集
に
、

延
喜
御
時
（
（（
（

、
按
察
の
み
や
す
所
ひ
さ
し
く
か
む
じ
に
て
、
御
め
の
と

に
つ
け
て
ま
ゐ
ら
せ
け
る

世
の
中
を
常
な
き
物
と
き
き
し
か
ど
つ
ら
き
こ
と
こ
そ
ひ
さ
し
か
り
け
れ

御
返
し

つ
ら
き
を
ば
つ
ね
な
き
物
と
思
ひ
つ
つ
ひ
さ
し
き
事
を
た
の
み
や
は
せ
ぬ

 

（
雑
恋
・
一
二
五
九
、
一
二
六
〇
）

と
あ
り
、「
か
む
じ
（
勘
事
）」
の
事
情
は
不
明
だ
が
、
久
し
く
内
裏
を
離
れ
て

い
た
時
期
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。
ま
た
、
栄
花
物
語
に
は
「
按
察
の
御
息
所
、
こ

と
に
お
ぼ
え
な
か
り
し
か
ど
も
、
宮
た
ち
の
あ
ま
た
お
は
し
ま
す
に
ぞ
か
か
り

た
ま
ふ
め
る
」（
月
の
宴
（
（（
（

）
と
あ
り
、
特
別
に
寵
愛
さ
れ
た
事
実
の
見
ら
れ
な

い
人
物
で
あ
る
。

　

広
幡
御
息
所
計
子
は
、
宇
多
天
皇
の
孫
に
あ
た
る
源
庶
明
（
広
幡
に
邸
宅
を

持
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
広
幡
中
納
言
と
呼
ば
れ
る
）
を
父
に
持
つ
（
（（
（

。
計
子
は
後

宮
の
中
で
も
才
女
と
し
て
逸
話
を
持
つ
人
物
で
あ
る
。

あ
ふ
さ
か
も
は
て
は
ゆ
き
き
の
関
も
ゐ
ず
た
づ
ね
て
と
ひ
こ
き
な
ば
か
へ
さ

じ

此
歌
を
よ
ろ
づ
の
女
御
た
ち
に
つ
か
は
し
た
り
け
れ
ば
お
も
ひ
お

も
ひ
に
御
返
し
を
み
な
申
し
た
る
に
、
広
幡
の
宮
す
所
は
た
き
物

を
ひ
き
つ
つ
み
て
ま
ゐ
ら
せ
て
御
返
り
は
な
く
て
有
り
け
れ
ば
、

猶
人
よ
り
は
心
ば
せ
あ
る
人
に
な
ん
お
ぼ
し
め
し
け
る

 

（
村
上
御
集
・
八
三
）

天
皇
か
ら
贈
ら
れ
た
和
歌
を
、
計
子
だ
け
が
折
句
沓
冠
歌
「
あ
は
せ
た
き
も
の

す
こ
し
」
と
理
解
し
、
薫
物
だ
け
を
返
し
た
と
い
う
。
栄
花
物
語
に
は
「
あ
や

し
う
心
こ
と
に
心
ば
せ
あ
る
さ
ま
に
、
帝
も
思
し
め
い
た
り
け
る
」、「
さ
れ
ば
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こ
そ
、
な
ほ
心
こ
と
に
見
ゆ
れ
と
、
思
し
め
し
け
り
」（
月
の
宴
（
（（
（

）
と
さ
れ
る
。

ま
た
、
十
訓
抄
に
は
、「
こ
の
御
息
所
、
御
心
お
き
て
賢
く
お
は
し
ま
し
け
る

ゆ
ゑ
に
、
か
の
帝
の
御
時
、
梨
壺
の
五
人
に
仰
せ
て
、
万
葉
集
を
や
は
ら
げ
ら

れ
け
る
も
、
こ
の
御
す
す
め
と
ぞ
。
順
、
筆
を
と
れ
り
け
る
」（
第
七
ノ
八
（
（（
（

）

と
あ
っ
て
、
万
葉
集
の
訓
読
作
業
が
広
幡
御
息
所
の
勧
め
に
よ
る
と
い
う
逸
話

も
載
る
。
そ
の
ま
ま
事
実
と
し
て
信
じ
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
広
幡
御
息
所
の

文
才
評
価
が
こ
の
よ
う
に
享
受
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
ま
た
、
御
集
に
残
さ

れ
た
歌
の
「
久
し
く
参
り
給
は
ざ
り
け
れ
ば
」（
九
七
）、「
久
し
く
参
ら
ざ
り

け
れ
ば
」（
一
一
八
）
と
い
っ
た
詞
書
か
ら
は
里
が
ち
で
あ
っ
た
様
子
が
窺
え
る
。

　

祐
姫
は
、
中
納
言
（
村
上
天
皇
即
位
時
）
藤
原
元
方
の
女
で
、
広
平
親
王
を

生
ん
で
い
る
。
村
上
天
皇
の
第
一
皇
子
で
あ
る
も
の
の
、
続
い
て
安
子
に
皇
子

（
憲
平
）
が
誕
生
し
、
三
カ
月
で
立
太
子
し
た
こ
と
に
よ
り
、
皇
位
継
承
の
道

は
閉
ざ
さ
れ
、
父
元
方
は
落
胆
。
死
後
、
物
の
怪
と
な
っ
て
皇
太
子
に
祟
っ
た

話
が
、
栄
花
物
語
に
繰
り
返
し
描
か
れ
て
い
る
。

　

残
る
脩
子
、
有
序
に
は
皇
子
女
が
い
な
い
こ
と
か
ら
栄
花
物
語
に
も
記
さ
れ

ず
、
御
集
に
和
歌
も
残
ら
な
い
。

三
、
後
宮
と
歌
合

　

前
節
で
後
宮
の
そ
れ
ぞ
れ
の
人
物
に
つ
い
て
確
認
し
た
が
、
天
皇
と
の
関
係

に
は
濃
淡
が
あ
る
。
次
に
後
宮
の
様
相
と
歌
合
の
開
催
を
合
わ
せ
て
考
え
て
み

た
い
。
醍
醐
・
村
上
朝
は
後
宮
に
多
く
の
女
性
が
い
る
が
、
こ
の
二
つ
の
代
を

比
べ
て
み
る
と
歌
合
に
関
す
る
事
情
が
異
な
る
。
醍
醐
朝
に
行
わ
れ
た
歌
合
は
、

宇
多
周
辺
で
行
わ
れ
て
い
る
も
の
が
目
立
ち
、
当
代
の
後
宮
と
は
ほ
と
ん
ど
縁

が
な
い
。
一
方
で
村
上
朝
の
歌
合
は
、
内
裏
で
行
わ
れ
る
歌
合
と
は
別
に
、
後

宮
と
密
接
に
関
係
し
た
歌
合
が
見
ら
れ
る
。
こ
こ
に
村
上
朝
期
の
特
徴
が
み
ら

れ
る
。
そ
れ
で
は
後
宮
で
の
歌
合
と
は
そ
も
そ
も
ど
の
よ
う
な
変
遷
を
た
ど
っ

た
の
だ
ろ
う
か
。

三
︲
１
宇
多
天
皇
・
醍
醐
天
皇

　

後
宮
で
行
わ
れ
る
歌
合
の
古
い
も
の
と
し
て
は
、
寛
平
御
時
后
宮
歌
合
が
挙

げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
宇
多
天
皇
が
母
・
班
子
の
六
十
賀
を
祝
う
目
的
で
行
っ
た

歌
合
で
、
す
べ
て
の
和
歌
は
残
ら
な
い
が
、
四
季
と
恋
の
五
題
、
各
二
十
番
、

合
計
二
百
首
と
い
う
全
体
像
が
想
定
さ
れ
る
。
し
か
し
行
事
の
記
録
や
判
は
無

く
、
歌
数
の
多
さ
か
ら
机
上
の
撰
歌
合
か
と
も
考
え
ら
れ
て
い
る
（
（（
（

。
実
質
的
な

推
進
者
で
あ
る
宇
多
は
こ
れ
を
新
撰
万
葉
集
の
材
料
と
し
て
お
り
、
後
宮
の
歌

合
で
は
あ
る
が
そ
の
内
容
に
後
宮
の
意
図
が
反
映
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
歌

合
の
形
式
で
は
あ
る
が
、
多
く
の
歌
を
列
挙
す
る
こ
と
に
意
味
が
あ
っ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

　

次
に
確
認
で
き
る
の
は
、
京
極
御
息
所
褒
子
歌
合
で
、
十
巻
本
の
仮
名
日
記

が
当
日
の
状
況
を
伝
え
る
。
褒
子
（
藤
原
時
平
女
）
が
延
喜
二
十
一
（921

）

年
三
月
に
宇
多
と
と
も
に
春
日
神
社
に
参
詣
し
た
折
、
大
和
守
・
藤
原
忠
房
が

二
十
首
の
歌
を
献
じ
た
。
御
幸
の
後
、
献
上
さ
れ
た
歌
を
本
歌
と
し
て
、
女
房

た
ち
に
返
歌
を
詠
ま
せ
、
そ
の
返
歌
を
左
右
の
方
に
分
け
て
二
十
番
の
歌
合
と
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し
、
さ
ら
に
夏
の
恋
の
二
番
を
加
え
て
披
講
し
た
も
の
で
あ
る
（
（（
（

。
こ
の
歌
合
の

形
式
自
体
特
殊
な
も
の
だ
が
、
歌
の
内
容
は
基
本
的
に
は
行
幸
賛
美
と
な
っ
て

い
る
。
冒
頭
の
構
成
を
確
認
す
る
。

め
づ
ら
し
き
け
ふ
の
か
す
が
の
や
を
と
め
を
か
み
も
こ
ひ
し
と
し
の
ば
ざ

ら
め
や 

（
一　

本
歌
）

や
を
と
め
を
か
み
し
し
の
ば
ば
ゆ
ふ
だ
す
き
か
け
て
ぞ
こ
ひ
む
け
ふ
の
く

れ
な
ば 

（
二　

返
歌
左
）

ち
は
や
ぶ
る
か
み
し
ゆ
る
さ
ば
か
す
が
の
に
た
つ
や
を
と
め
の
い
つ
か
た

ゆ
べ
き 

（
三　

返
歌
右
）

　

行
幸
賛
美
を
、「
や
を
と
め
」
を
用
い
た
女
官
賛
美
に
し
て
詠
ん
だ
忠
房
の

本
歌
に
、
女
官
の
立
場
か
ら
恋
歌
の
返
歌
の
よ
う
に
し
て
返
し
た
二
首
で
あ
る
。

さ
く
ら
ば
な
み
か
さ
の
や
ま
の
か
げ
し
あ
れ
ば
ゆ
き
と
ふ
る
と
も
ぬ
れ
じ

と
ぞ
お
も
ふ 
（
四　

本
歌
）

こ
の
ま
よ
り
は
な
の
ゆ
き
の
み
ち
り
く
る
は
み
か
さ
の
や
ま
の
も
る
に
ざ

る
べ
き 

（
五　

返
歌
左
）

か
す
が
の
に
ゆ
き
と
ふ
る
て
ふ
は
な
み
に
ぞ
み
か
さ
の
山
を
さ
し
て
き
に

け
る 

（
六　

返
歌
右
）

玉
座
の
天
蓋
を
御
笠
山
に
見
立
て
、
宇
多
の
御
力
を
詠
ん
だ
忠
房
の
本
歌
に
、

行
幸
の
際
の
花
が
舞
い
散
る
景
を
詠
ん
だ
返
歌
二
首
で
あ
る
。

や
へ
た
て
る
み
か
さ
の
や
ま
の
し
ら
く
も
は
み
ゆ
き
さ
ぶ
ら
ふ
さ
く
ら
な

り
け
り 

（
七　

本
歌
）

よ
そ
に
て
も
き
み
し
み
つ
れ
ば
山
ざ
く
ら
こ
こ
ろ
や
す
く
や
い
ま
は
ち
る

ら
む 

（
八　

返
歌
左
）

や
へ
た
て
る
く
も
ゐ
に
見
え
し
さ
く
ら
ば
な
か
へ
る
た
む
け
に
け
ふ
や
ち

る
ら
ん 

（
九　

返
歌
右
）

「
み
ゆ
き
さ
ぶ
ら
ふ
さ
く
ら
」
を
詠
ん
だ
明
ら
か
な
行
幸
賛
美
の
本
歌
に
、
行

幸
の
折
に
見
た
御
笠
山
の
桜
の
現
在
を
、
祝
意
を
込
め
て
詠
む
返
歌
二
首
で
あ

る
。

　

冒
頭
三
つ
の
本
歌
お
よ
び
返
歌
を
挙
げ
た
が
、
本
歌
の
忠
房
は
土
地
の
者
の

立
場
か
ら
、
返
歌
は
同
行
し
た
女
官
の
立
場
か
ら
の
、
行
幸
賛
美
で
あ
る
。
こ

の
歌
合
は
褒
子
の
名
を
冠
し
、
女
房
た
ち
が
歌
を
詠
み
は
す
る
も
の
の
、
後
宮

主
催
の
歌
合
で
は
な
い
。
褒
子
の
邸
で
行
い
な
が
ら
も
、
采
配
は
宇
多
に
よ
る

も
の
で
、
行
幸
を
回
想
・
賛
美
す
る
こ
と
が
共
通
の
目
的
と
し
て
あ
っ
た
。

　

次
に
、
醍
醐
朝
の
後
宮
で
行
わ
れ
た
唯
一
の
歌
合
と
み
ら
れ
る
、
近
江
御
息

所
周
子
歌
合
が
あ
る
。「
宮
す
ど
こ
ろ
の
ざ
う
し
に
て
、
宮
の
花
と
い
ふ
う
た

を
あ
は
す
、
右
は
あ
は
せ
ず
」
と
あ
り
、
一
題
一
首
で
二
十
首
、
歌
合
と
は
い
っ

て
も
左
右
で
番
え
た
形
跡
は
な
く
、
春
か
ら
初
夏
に
か
け
て
の
植
物
と
歌
と
を

合
わ
せ
て
い
る
。「
さ
る
と
り
の
は
な
」
や
「
み
つ
つ
じ
の
は
な
」
と
い
っ
た

和
歌
の
題
材
と
な
る
植
物
で
は
な
く
名
称
に
ひ
か
れ
た
と
見
ら
れ
る
も
の
も
あ

り
、
二
十
首
の
う
ち
五
首
は
物
名
歌
で
あ
る
。「
宮
す
ど
こ
ろ
の
ざ
う
し
」
で

行
わ
れ
、「
宮
の
花
」
を
詠
ん
だ
の
で
あ
る
か
ら
、
周
子
を
囲
む
女
房
た
ち
に

よ
っ
て
季
節
を
供
す
る
娯
楽
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

村
上
朝
に
至
る
以
前
の
、
後
宮
の
女
性
の
名
を
冠
し
た
三
つ
の
歌
合
だ
が
、

二
つ
は
宇
多
に
よ
る
も
の
、
一
つ
は
歌
合
と
は
言
っ
て
も
結
番
の
な
い
も
の
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だ
っ
た
。
そ
し
て
ど
れ
も
が
、
歌
を
番
え
優
劣
を
競
う
と
い
う
こ
と
に
意
識
が

向
い
て
は
い
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

三
︲
２
村
上
天
皇

　

村
上
朝
に
入
る
と
、
ま
ず
天
暦
十
（956

）
年
二
月
に
麗
景
殿
女
御
荘
子
、

同
年
五
月
に
宣
耀
殿
女
御
芳
子
が
歌
合
を
行
っ
て
い
る
。

　

荘
子
の
歌
合
は
、
霞
・
春
風
・
梅
花
・
鶯
・
春
雨
・
若
菜
・
桜
花
・
柳
・
欵

冬
・
藤
花
・
不
会
恋
・
会
恋
の
十
二
題
、
各
題
二
首
ず
つ
番
え
ら
れ
て
い
た
よ

う
だ
（
（（
（

。
物
合
以
外
で
初
め
て
詳
細
な
題
が
設
定
さ
れ
、
こ
の
点
が
天
徳
内
裏
歌

合
の
前
触
れ
と
も
見
ら
れ
る
要
因
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
勝
敗
に
重
き
が
置

か
れ
た
天
徳
歌
合
と
は
異
な
り
、
荘
子
の
歌
合
の
結
番
方
法
は
歌
会
的
な
要
素

を
持
つ
。
た
と
え
ば
春
雨
題
を
挙
げ
る
と
、

を
や
み
な
く
ふ
ら
ば
ふ
ら
な
む
は
る
さ
め
は
の
に
も
や
ま
に
も
は
な
の
さ

く
ま
で 
（
九
・
左
勝
）

は
る
さ
め
の
ふ
り
そ
め
し
よ
り
の
も
や
ま
も
あ
さ
み
ど
り
に
ぞ
み
え
わ
た

り
け
る 

（
十
・
右
）

春
雨
に
野
山
を
合
わ
せ
て
詠
む
例
は
な
い
が
、
こ
こ
で
は
双
方
に
用
い
ら
れ
る
。

ま
た
、
左
歌
で
は
こ
れ
か
ら
降
り
続
け
と
い
い
、
右
歌
で
は
降
り
続
け
た
結
果

を
示
し
て
お
り
、
春
雨
の
時
間
的
経
緯
が
詠
み
継
が
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に

左
右
歌
の
間
に
緊
密
な
関
係
性
が
構
築
さ
れ
て
結
番
が
散
見
し
て
お
り
、
勝
敗

よ
り
も
左
右
歌
の
詠
み
出
す
情
景
を
座
で
共
有
す
る
意
識
が
見
ら
れ
る
歌
合
で

あ
っ
た
（
（（
（

。

　

同
じ
く
天
暦
十
年
に
行
わ
れ
た
、
芳
子
の
歌
合
は
（
（（
（

、
現
存
最
古
の
瞿
麦
合
と

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
歌
合
は
三
番
六
首
か
ら
な
っ
て
お
り
、
勝
負
は
記
さ
れ
な

い
。
冒
頭
の
一
番
を
挙
げ
て
み
る
と
、

な
で
し
こ
の
は
な
の
か
げ
み
る
か
は
な
み
は
い
づ
れ
の
か
た
に
こ
こ
ろ
よ

す
ら
ん 

（
一
・
左
・
中
務
）

も
も
し
き
に
し
め
ゆ
ひ
そ
む
る
な
で
し
こ
の
は
な
と
し
み
れ
ば
こ
さ
ぞ
ま

さ
れ
る 

（
二
・
右
・
兼
盛
）

　

左
歌
は
芳
子
に
心
寄
せ
る
瞿
麦
を
詠
み
、
右
歌
は
宮
中
に
咲
く
瞿
麦
を
通
し

て
、
芳
子
賛
美
の
歌
と
す
る
。
残
る
二
番
も
主
褒
め
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
、

瞿
麦
合
で
は
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
質
の
優
劣
を
競
い
合
う
も
の
で
は
な
く
、
芳

子
を
中
心
と
し
て
そ
の
場
を
と
も
に
す
る
人
々
の
融
和
を
は
か
っ
た
よ
う
な
構

成
で
あ
る
。

　

次
に
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
お
そ
ら
く
天
徳
三
（949

）
年
八
月
に
、
斎
宮
女

御
徽
子
が
行
っ
た
前
栽
合
で
あ
る
。
こ
の
歌
合
は
原
形
を
と
ど
め
て
お
ら
ず
、

元
真
集
に
残
さ
れ
る
歌
か
ら
七
題
七
番
で
あ
っ
た
か
と
推
察
さ
れ
て
い
る
（
（（
（

。
紅

葉
の
歌
は
二
首
あ
る
も
の
の
、
他
は
一
首
で
、
結
番
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
も
判

然
と
し
な
い
。
ま
た
、
先
に
挙
げ
た
芳
子
の
瞿
麦
合
は
主
褒
め
を
共
通
趣
向
と

し
て
い
た
よ
う
だ
が
、
こ
の
歌
合
で
は
様
子
が
異
な
る
。
た
と
え
ば
虫
題
で
は
、

人
知
れ
で
秋
の
暮
れ
ぬ
る
女
郎
花
虫
の
音
よ
り
も
た
づ
ね
つ
る
か
な

 

（
一
）

と
詠
ま
れ
る
が
、
上
の
句
は
忘
れ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
女
性
が
重
ね
ら
れ
て
い
る

よ
う
で
、「
虫
の
音
」
に
よ
っ
て
訪
ね
ら
れ
た
と
は
す
る
も
の
の
、
素
直
な
主
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褒
め
や
題
と
な
っ
た
素
材
へ
の
賛
美
で
は
な
い
。
ま
た
、
紅
葉
題
で
は
、

立
田
山
ふ
か
き
紅
葉
も
君
見
ず
は
夜
の
錦
と
な
ほ
ぞ
朽
ち
ま
し 

（
七
）

　
「
君
」
が
見
な
け
れ
ば
「
錦
」
で
あ
っ
た
甲
斐
が
な
い
と
い
う
、
こ
れ
も
「
君
」

の
訪
れ
が
途
絶
え
て
し
ま
っ
た
人
の
よ
う
で
あ
る
。
歌
合
と
し
て
の
実
態
が
不

明
だ
が
、
歌
の
内
容
は
そ
れ
ぞ
れ
に
物
語
の
よ
う
な
背
景
を
想
像
さ
せ
る
。
こ

の
よ
う
に
歌
の
背
景
に
物
語
を
想
像
さ
せ
る
機
制
は
、
そ
の
場
を
と
も
に
す
る

人
々
が
、
主
褒
め
や
素
材
褒
め
と
同
様
に
共
有
す
る
楽
し
み
で
あ
り
、
融
和
を

は
か
る
も
の
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
現
存
し
な
い
他
の
歌
合
歌
に
も
同
じ
方
法
が

用
い
ら
れ
た
と
推
察
す
る
。

　

天
徳
三
（959

）
年
九
月
十
八
日
庚
申
に
行
わ
れ
た
中
宮
安
子
の
歌
合
も
、

元
真
集
に
そ
の
歌
が
残
り
、
七
首
の
異
な
る
題
の
歌
で
あ
る
た
め
七
題
七
番
で

あ
っ
た
か
。
詞
書
に
「
庚
申
に
中
宮
の
女
房
歌
合
せ
む
と
い
ふ
に
よ
め
る
」
と

あ
り
、
庚
申
待
ち
の
夜
に
中
宮
の
も
と
で
歌
合
を
行
う
た
め
に
詠
出
さ
れ
た
も

の
で
あ
っ
た
。「
月
影
」「
声
」
と
い
っ
た
庚
申
待
ち
の
夜
の
要
素
や
、
中
宮
の

も
と
で
あ
る
こ
と
を
意
識
し
た
詠
み
合
わ
せ
が
見
ら
れ
る
。

　

そ
の
後
、
歌
合
自
体
は
私
的
な
開
催
記
録
も
増
え
、
多
様
な
歌
合
が
行
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
が
、
後
宮
の
歌
合
は
寛
和
二
（986

）
年
の
円
融
院
女

御
詮
子
の
瞿
麦
合
ま
で
見
当
た
ら
ず
、
こ
の
村
上
朝
期
に
特
に
多
か
っ
た
と
言

え
る
。

四
、
政
治
勢
力
と
後
宮

　

二
節
で
村
上
朝
の
後
宮
の
女
性
た
ち
の
背
景
を
確
認
し
た
が
、
当
然
の
こ
と

な
が
ら
こ
の
様
相
は
藤
原
摂
関
政
治
と
結
び
つ
く
。
摂
関
制
（
摂
政
、
関
白
と

い
う
職
名
と
そ
の
実
効
性
は
ま
だ
定
着
し
て
い
な
か
っ
た
が
）
の
開
始
期
と
も

い
え
る
の
は
良
房
、
基
経
に
あ
り
、
そ
の
後
は
、
基
経
の
子
・
時
平
、（
時
平

の
死
後
、
一
時
源
光
が
登
用
さ
れ
る
が
、
光
の
死
後
は
）
時
平
の
弟
・
忠
平
（
（（
（

、

次
い
で
忠
平
の
子
・
師
輔
、
実
頼
が
政
治
政
権
の
中
心
と
な
っ
た
。

　

村
上
天
皇
の
も
と
に
は
、
忠
平
の
嫡
男
実
頼
が
述
子
を
、
二
男
師
輔
が
安
子

を
、
五
男
師
尹
が
芳
子
を
そ
れ
ぞ
れ
入
内
さ
せ
て
い
る
。
ま
た
、
徽
子
の
母
は

忠
平
女
寛
子
で
、
つ
ま
り
五
人
の
中
宮
・
女
御
の
う
ち
四
人
は
忠
平
に
結
び
つ

き
、
藤
原
氏
の
後
宮
政
策
が
見
て
取
れ
る
。

　

た
だ
し
、
政
治
勢
力
に
よ
る
後
見
と
歌
合
の
開
催
と
は
必
ず
し
も
直
結
し
な

い
。
歌
合
を
開
催
す
る
の
は
荘
子
、
芳
子
、
徽
子
、
安
子
。
女
御
と
中
宮
で
あ

る
か
ら
、
相
応
の
身
分
が
必
要
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
規
模
の
大
小
に
よ
っ
て
異

な
る
が
、
歌
の
制
作
を
歌
人
に
依
頼
し
、
州
浜
な
ど
の
調
度
を
そ
ろ
え
、
相
応

の
資
金
を
必
要
と
す
る
の
が
歌
合
と
い
う
行
事
だ
と
す
れ
ば
、
後
見
の
勢
力
は

重
大
で
あ
る
。
そ
の
面
で
環
境
が
整
っ
て
い
る
の
は
中
宮
安
子
で
あ
る
。
安
子

の
歌
合
は
、
元
真
集
な
ど
の
私
家
集
に
散
見
し
、
何
度
か
行
わ
れ
た
よ
う
だ
が
、

ま
と
ま
っ
た
歌
合
と
し
て
の
記
録
は
少
な
い
。
三
節
で
確
認
し
た
後
宮
の
歌
合

の
様
相
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
最
も
形
式
が
整
い
、
歌
数
も
多
い
の
は
荘
子
の
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も
の
で
あ
る
。
荘
子
は
父
代
明
を
早
く
に
亡
く
し
て
い
る
し
、
そ
も
そ
も
村
上

天
皇
女
御
の
中
で
藤
原
摂
関
家
と
唯
一
接
点
を
持
た
な
い
。

　

後
見
を
祖
父
に
求
め
る
こ
と
も
あ
る
が
、
荘
子
の
場
合
に
は
母
方
の
祖
父
定

方
も
承
平
二
（932

）
年
に
没
し
て
お
り
、
可
能
性
と
し
て
は
父
代
明
の
縁
で

親
王
ら
に
支
援
者
が
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
外
戚
の
援
助
を

受
け
ら
れ
な
か
っ
た
允
明
（
醍
醐
天
皇
皇
子
）
の
元
服
を
代
明
、
重
明
ら
が
取

り
仕
切
っ
た
こ
と
（
（（
（

や
、
代
明
の
没
後
に
、
重
明
が
代
明
の
子
で
あ
る
恵
子
・
延

光
の
腰
結
や
加
冠
を
行
っ
た
こ
と
（
（（
（

な
ど
に
鑑
み
れ
ば
、
父
没
後
の
後
見
を
同
じ

皇
族
の
出
の
叔
父
た
ち
が
担
っ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
荘
子
の
歌
合
と
同
じ

題
で
徽
子
も
歌
合
を
催
し
た
と
も
見
ら
れ
、
同
じ
く
親
王
の
女
と
い
う
出
自
の

二
人
に
共
通
の
支
援
者
が
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
荘
子
は
の
ち
に
、

応
和
三
（963

）
年
、
藤
原
伊
尹
の
子
ら
と
そ
の
母
で
あ
り
荘
子
と
姉
妹
関
係

に
あ
る
恵
子
と
春
秋
い
ず
れ
が
す
ぐ
れ
て
い
る
か
を
歌
で
詠
み
あ
っ
て
お
り

（
宰
相
中
将
君
達
春
秋
歌
合
）、
そ
の
詠
歌
能
力
が
知
れ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

恵
子
ら
と
の
交
流
も
認
め
ら
れ
る
。
荘
子
に
関
す
る
資
料
は
少
な
く
、
そ
の
具

体
的
な
支
援
者
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
か
な
わ
な
い
が
、
強
力
と
ま
で
は
い

か
ず
と
も
、
後
宮
生
活
が
成
り
立
つ
程
度
の
後
見
を
す
る
人
物
は
い
た
は
ず
で

あ
る
。

　

政
治
勢
力
に
よ
る
後
見
の
有
無
と
歌
合
の
開
催
と
を
そ
の
ま
ま
結
び
付
け
て

考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
で
は
、
開
催
す
る
こ
と
に
ど
の
よ
う
な
目
的
が

あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
三
節
で
み
た
よ
う
に
、
芳
子
の
瞿
麦
合
は
主
褒
め
で
あ

り
、
安
子
の
歌
合
は
そ
の
開
催
が
庚
申
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
君
臣
和
楽
の
も
の

で
あ
っ
た
。
徽
子
の
前
栽
合
が
植
物
を
詠
み
込
み
つ
つ
、
そ
の
背
景
に
物
語
を

想
像
さ
せ
る
仕
組
み
で
あ
る
こ
と
は
、
斎
宮
を
務
め
、
歌
集
を
残
す
ほ
ど
で

あ
っ
た
徽
子
周
辺
の
和
歌
サ
ロ
ン
と
も
い
え
る
環
境
が
も
た
ら
し
た
も
の
で
あ

ろ
う
。
荘
子
の
歌
合
歌
が
左
右
間
で
連
関
性
を
持
つ
こ
と
は
、
天
徳
歌
合
に
見

ら
れ
る
競
技
性
と
は
大
き
く
異
な
り
、
初
期
歌
合
に
多
く
見
ら
れ
る
傾
向
で
あ

る
（
（（
（

。
こ
の
よ
う
に
、
歌
合
と
し
て
は
そ
れ
ぞ
れ
形
式
、
規
模
、
様
相
が
異
な
っ

て
お
り
、
天
皇
な
ど
共
通
の
主
催
者
が
意
図
的
に
催
さ
せ
た
と
は
考
え
に
く
い
。

　

で
は
な
ぜ
、
形
式
や
規
模
、
様
相
の
異
な
る
歌
合
を
女
御
た
ち
は
催
し
た
の

か
。
広
幡
御
息
所
計
子
の
背
景
に
触
れ
た
折
に
み
た
よ
う
に
、
村
上
天
皇
は
後

宮
の
女
性
た
ち
に
む
け
て
共
通
の
謎
か
け
を
し
、
そ
れ
に
対
す
る
反
応
を
愉
し

ん
で
い
た
節
が
あ
る
。
歌
合
に
関
し
て
も
同
様
に
、
歌
合
と
い
う
共
通
の
文
化

行
為
を
、
女
御
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
に
実
践
し
、
村
上
天
皇
に
示
し
て
い
っ
た
。

天
徳
歌
合
に
、
自
邸
で
歌
合
を
主
催
し
て
い
な
い
更
衣
た
ち
が
何
ら
か
の
形
で

携
わ
っ
て
い
る
の
も
、
歌
合
と
い
う
共
通
行
為
の
も
と
に
彼
女
た
ち
が
ど
の
よ

う
に
対
応
す
る
か
、
天
皇
は
そ
の
様
子
を
窺
い
知
ろ
う
と
し
て
い
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
結
果
、
女
御
た
ち
の
資
質
を
把
握
し
、
関
係
の
濃
淡
を
計

る
と
同
時
に
、
文
化
的
発
展
の
素
材
を
作
り
出
し
て
い
っ
た
。

　

中
宮
歌
合
や
徽
子
歌
合
が
部
分
的
に
し
か
伝
わ
ら
な
い
中
で
正
確
に
対
比
す

る
こ
と
は
難
し
い
が
、
荘
子
の
歌
合
だ
け
が
異
質
な
ほ
ど
形
式
が
整
い
、
規
模

を
大
き
な
も
の
と
し
て
い
る
の
は
、
後
見
が
心
も
と
な
い
と
い
う
不
安
な
現
実

こ
そ
が
、
開
催
動
機
で
は
な
い
か
。
荘
子
以
外
の
女
御
た
ち
は
、
忠
平
の
縁
者

で
あ
る
。
荘
子
の
父
代
明
は
す
で
に
な
く
、
政
治
的
な
後
見
を
頼
れ
な
い
荘
子
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は
、
文
化
的
な
方
面
で
行
動
を
と
っ
た
。
村
上
天
皇
へ
向
け
た
、
自
邸
の
文
化

的
な
発
展
を
示
し
た
も
の
で
は
な
い
か
。

　

荘
子
と
同
じ
く
親
王
の
女
と
し
て
入
内
し
た
徽
子
は
、
父
重
明
の
没
後
、
私

邸
に
こ
も
り
が
ち
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
栄
花
物
語
に
は
「
式
部
卿
宮
の
女
御
、

宮
さ
へ
お
は
し
ま
さ
ね
ば
、
参
り
た
ま
ふ
こ
と
い
と
か
た
し
。
さ
る
は
、
い
と

あ
て
に
な
ま
め
か
し
う
お
は
す
る
女
御
を
、
な
ど
、
つ
ね
に
思
ひ
出
で
さ
せ
た

ま
ふ
を
り
を
り
、
御
文
ぞ
絶
え
ざ
り
け
る
」（
月
の
宴
（
（（
（

）
と
あ
り
、
斎
宮
女
御

集
の
詞
書
に
も
そ
の
事
実
を
示
す
箇
所
が
あ
る
（
（（
（

。
ま
た
、
森
本
元
子
は
「
重
明

親
王
薨
去
の
前
は
ほ
と
ん
ど
の
贈
答
が
、
帝
の
贈
歌
に
徽
子
女
王
が
返
歌
す
る

と
い
う
形
で
あ
っ
た
も
の
が
、
薨
去
の
の
ち
は
、
反
対
に
ほ
と
ん
ど
が
、
女
御

の
贈
歌
に
帝
が
返
し
を
お
く
る
と
い
う
形
に
な
っ
て
い
る
」
と
指
摘
す
る
（
（（
（

。
重

明
の
薨
去
を
機
に
、
帝
と
の
距
離
が
生
じ
た
。
そ
の
徽
子
も
、
父
重
明
没
後
数

年
を
経
て
前
栽
合
を
催
す
。

　

徽
子
と
荘
子
は
、
そ
れ
ぞ
れ
二
人
の
皇
子
女
を
生
ん
で
い
る
が
（
徽
子
は
皇

子
を
亡
く
し
て
い
る
が
）、
そ
の
二
人
の
誕
生
に
は
十
年
以
上
の
間
が
あ
る
。

帝
の
寵
愛
は
間
断
な
く
深
か
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
長
く
続
い
て
い
た
、
も
し

く
は
皇
族
出
身
、
叔
父
と
姪
の
関
係
で
あ
っ
た
が
ゆ
え
に
続
け
ざ
る
を
え
な

か
っ
た
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
二
人
の
境
遇
に
符
合
す
る
部
分
は
多
く
見
い
だ

せ
る
。
こ
の
二
人
が
も
つ
後
宮
で
の
意
識
は
、
他
の
女
御
た
ち
の
よ
う
な
一
族

の
期
待
を
背
負
っ
て
天
皇
の
寵
愛
を
競
っ
て
い
る
そ
れ
と
は
異
な
ろ
う
。

五
、
お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
村
上
朝
の
後
宮
を
、
歌
合
と
い
う
視
点
か
ら
考
察
し
て
き
た
。
そ

れ
以
前
に
行
わ
れ
た
後
宮
の
歌
合
は
、
そ
の
実
態
は
天
皇
や
上
皇
と
い
っ
た
立

場
の
人
物
が
主
導
し
、
明
ら
か
な
目
的
を
も
っ
て
行
わ
れ
て
き
た
。
そ
れ
が
村

上
朝
の
後
宮
で
は
、
女
御
た
ち
自
身
の
、
興
味
関
心
か
ら
発
生
し
た
歌
合
と
な

る
。
藤
原
摂
関
家
が
行
っ
て
き
た
後
宮
政
策
も
歌
合
の
面
に
は
及
ば
ず
、
文
化

的
な
嗜
好
が
よ
り
実
質
的
に
垣
間
見
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

村
上
朝
の
後
宮
の
歌
合
は
、
漠
然
と
し
た
天
徳
歌
合
を
到
達
点
と
し
た
発
展

史
観
で
捉
え
ら
れ
る
だ
け
で
、
問
題
と
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
し
か
し
歌
合
の

内
実
を
確
認
し
て
み
れ
ば
、
天
徳
歌
合
が
勝
敗
を
重
視
し
た
行
事
で
あ
る
の
に

対
し
て
、
後
宮
の
歌
合
は
共
通
意
識
を
も
と
に
し
た
歌
を
番
え
た
り
、
歌
の
背

後
に
物
語
性
を
持
た
せ
た
り
、
歌
を
「
番
え
る
」
と
い
う
意
識
が
必
ず
し
も
勝

敗
と
は
結
び
付
か
な
い
も
の
だ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
特
徴
は
、
私
家
集
が
物
語

化
し
て
い
く
よ
う
に
（
（（
（

、
次
第
に
物
語
を
嗜
好
し
て
い
く
時
代
性
と
重
な
る
。
後

宮
は
の
ち
に
多
く
の
物
語
文
学
を
生
む
場
と
な
る
が
、
初
期
歌
合
に
見
ら
れ
る

歌
同
士
の
連
関
性
は
、
そ
の
萌
芽
的
な
も
の
だ
っ
た
と
も
言
え
る
の
で
は
な
い

か
。

注

（
１
）　

日
本
文
学W

eb
図
書
館
辞
典
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
『
和
歌
文
学
大
辞
典
』「
村
上
天
皇
」



755（242）

の
項
（
加
藤
静
子
執
筆
）
の
冒
頭
に
こ
の
よ
う
に
解
説
さ
れ
る
。

（
２
）　

日
本
文
学W

eb

図
書
館
『
新
編
国
歌
大
観
』「
村
上
御
集
」
解
題
（
橋
本
不
美
男

執
筆
）
に
も
示
さ
れ
、
こ
れ
に
つ
い
て
の
論
文
も
多
数
（
注（
３
）な
ど
）
見
ら
れ
る
。

（
３
）　

堀
恵
子
（「
村
上
御
集
の
研
究
」、『
平
安
文
学
研
究
』
第
六
十
輯
、
一
九
七
八
年
十

一
月
）、
橋
本
ゆ
り
（「
村
上
御
集
の
徽
子
女
御
歌
群
」、『
リ
ポ
ー
ト
笠
間
』
第
三
十
三

号
、
一
九
九
二
年
十
月
）、
今
野
厚
子
（『
天
皇
と
和
歌
─
三
代
集
の
時
代
の
研
究
─
』、

新
典
社
研
究
叢
書
一
六
一
、
二
〇
〇
四
年
十
月
）、
権
赫
仁
（「
現
存
本
『
村
上
御
集
』

に
見
る
二
部
構
成
」、『
和
歌
文
学
研
究
』
第
八
十
一
号
、
二
〇
〇
〇
年
十
二
月
）、
高

橋
由
記
（「
和
歌
か
ら
み
た
村
上
朝
の
後
宮
」、『
王
朝
人
の
婚
姻
と
信
仰
』、
二
〇
一
〇

年
五
月
、
森
話
社
）
な
ど
の
論
考
が
あ
る
。

（
４
）　

以
下
、
本
稿
に
お
け
る
和
歌
の
引
用
は
、
特
に
断
ら
な
い
限
り
、
日
本
文
学W

eb

図
書
館
『
和
歌
俳
諧
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
』
に
よ
る
。

（
５
）　

引
用
は
『
改
訂
史
籍
収
覧
第
一
冊
』（
一
九
六
七
年
八
月
、
す
み
や
書
房
）
に
よ
る
。

（
６
）　

安
子
に
つ
い
て
は
、
甲
斐
稔
「『
栄
花
物
語
』
と
藤
原
安
子
」、『
國
學
院
大
学
大
学

院
紀
要
─
文
学
研
究
科
─
』
第
十
六
輯
、
一
九
八
五
年
三
月
に
論
が
あ
る
。

（
７
）　
『
西
宮
記
』
巻
十
三
「
諸
宣
旨
」
に
、「
牛
賛
車
の
宣
旨
〈
親
王
・
大
臣
の
女
、
初
め

て
参
る
夜
、
賛
を
聴
さ
る
〉」
と
あ
る
。（
本
文
引
用
は
新
訂
増
補
故
実
叢
書
）

（
８
）　
『
北
山
抄
』
第
四
「
息
所
参
る
事
」
に
「
成
明
親
王
元
服
の
夜
、
大
納
言
師
輔
卿
の

女
参
入
す
。
太
政
大
臣
の
孫
た
る
を
以
て
賛
車
を
聴
す
。
吏
部
王
記
に
見
ゆ
」
と
あ
る
。

（
本
文
引
用
は
新
訂
増
補
故
実
叢
書
）

（
９
）　

以
下
、
大
鏡
の
引
用
は
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集　

大
鏡
』（
橘
健
二
、
加
藤
静
子
、

一
九
九
六
年
五
月
、
小
学
館
）
に
よ
る
。
当
該
箇
所
は
ｐ
148
。

（
10
）　

高
橋
由
記
前
掲
論
文
→
注（
３
）で
は
「「
恨
み
」「
飽
き
」「
忘
れ
草
」
な
ど
恨
む
歌

ば
か
り
で
、
贈
答
の
形
で
は
残
っ
て
い
な
い
。『
御
集
』
か
ら
は
歌
数
も
歌
意
も
、
と

く
に
安
子
の
存
在
が
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
は
感
じ
ら
れ
な
い
」
と
指
摘
さ
れ
る
。

（
11
）　

徽
子
に
つ
い
て
は
、
森
本
元
子
「
斎
宮
女
御
集
の
歌
考
─
村
上
天
皇
と
の
贈
答
歌
」

（『
相
模
女
子
大
学
紀
要
』
四
五
、
一
九
八
二
年
二
月
）、
目
加
田
さ
く
を
「
斎
宮
女
御

徽
子
」（『
私
家
集
論
（
二
）』
一
九
九
五
年
、
笠
間
書
院
）、
西
丸
妙
子
に
よ
る
一
連
の

論
文
（「
斎
宮
女
御
徽
子
の
周
辺
─
後
宮
時
代
考
察
の
手
が
か
り
と
し
て
─
」、『
福
岡

女
子
短
大
紀
要
』
十
一
、
一
九
七
六
年
三
月
、「
斎
宮
女
御
徽
子
の
周
辺
（
二
）
─
村

上
朝
後
宮
時
代
─
」、『
福
岡
女
子
短
大
紀
要
』
十
二
、
一
九
七
六
年
十
二
月
、「
斎
宮

女
御
徽
子
の
村
上
天
皇
へ
の
心
情
表
現
」、『
福
岡
女
子
短
大
紀
要
』
五
十
、
一
九
九
五

年
十
二
月
）
に
論
が
あ
る
。

（
12
）　

前
掲
西
丸
妙
子
論
文
→
注（
11
）

（
13
）　

徽
子
の
歌
集
の
原
初
形
態
と
思
わ
れ
る
部
分
が
す
っ
ぽ
り
は
め
込
ま
れ
て
い
る
と
も

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
堀
恵
子
前
掲
論
文
→
注（
３
）

（
14
）　

以
下
、
栄
花
物
語
の
引
用
は
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集　

栄
花
物
語
』（
山
中
裕
、

池
田
尚
隆
、
秋
山
虔
、
福
長
進
、
一
九
九
五
年
七
月
、
小
学
館
）
に
よ
る
。
当
該
箇
所

は
ｐ
41
。

（
15
）　

栄
花
物
語
の
記
録
を
ど
の
程
度
事
実
と
考
え
る
か
は
問
題
で
、
具
平
親
王
を
高
評
価

す
る
こ
と
は
物
語
筆
録
の
姿
勢
と
も
関
わ
る
が
、
こ
こ
で
は
村
上
天
皇
の
後
宮
を
窺
う

数
少
な
い
資
料
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
参
考
ま
で
に
挙
げ
る
こ
と
と
し
た
。

（
16
）　

引
用
は
『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』（
一
九
六
五
年
、
吉
川
弘
文
館
）

（
17
）　

当
該
箇
所
は
ｐ
117

（
18
）　

枕
草
子
第
二
十
一
段
「
清
涼
殿
の
丑
寅
の
隅
の
」（
三
巻
本
を
底
本
と
し
た
新
日
本

古
典
文
学
全
集
に
よ
る
）
の
中
で
、
中
宮
定
子
が
語
る
。

（
19
）　
『
箏
相
承
系
図
』
に
、
村
上
天
皇
か
ら
は
具
平
親
王
、
徽
子
女
王
、
女
御
芳
子
、
右

大
将
済
時
に
伝
え
ら
れ
た
と
記
さ
れ
る
（
書
陵
部
蔵
資
料
目
録
・
画
像
公
開
シ
ス
テ
ム

に
よ
り
確
認
可
能
）。

（
20
）　

栄
花
物
語
「
月
の
宴
」
に
「
帝
も
、
わ
が
御
私
物
に
ぞ
い
み
じ
う
思
ひ
き
こ
え
た
ま

へ
り
け
る
」（
当
該
箇
所
は
ｐ
29
）
と
あ
る
。

（
21
）　

天
暦
御
時
の
誤
り
か
。

（
22
）　

当
該
箇
所
は
ｐ
41

（
23
）　

計
子
個
人
に
つ
い
て
は
、
鬼
塚
厚
子
「
天
暦
後
宮
人
物
論
─
広
幡
御
息
所
に
つ
い
て

─
」、『
佐
賀
大
国
文
』
六
、
一
九
七
八
年
に
論
が
あ
る
。

（
24
）　

当
該
箇
所
は
ｐ
28
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（
25
）　

引
用
は
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集　

十
訓
抄
』（
浅
見
和
彦
、
一
九
九
七
年
十
一
月
、

小
学
館
）
に
よ
る
。
当
該
箇
所
は
ｐ
296
。

（
26
）　

新
編
国
歌
大
観
解
題　

村
瀬
敏
夫
執
筆

（
27
）　

新
編
国
歌
大
観
解
題　

藤
岡
忠
美
執
筆
。
ま
た
、
萩
谷
朴
『
日
本
古
典
文
学
大
系　

歌
合
集
』（
一
九
六
五
年
、
岩
波
書
店
）、
岡
田
博
子
、
小
池
博
明
、
西
山
秀
人
「
京
極

御
息
所
褒
子
歌
合
注
釈
」（『
上
田
女
子
短
期
大
学
紀
要
』
第
二
七
～
二
九
号
、
二
〇
〇

四
～
二
〇
〇
六
年
）
に
注
釈
が
あ
る
。

（
28
）　

歌
仙
家
集
本
系
『
忠
見
集
』
な
ど
の
他
文
献
に
の
み
見
え
る
天
暦
十
（956

）
年
三

月
二
十
九
日
開
催
の
斎
宮
女
御
徽
子
女
王
歌
合
は
、
本
歌
合
と
歌
題
が
共
通
し
て
お
り
、

両
歌
合
が
近
い
時
期
に
同
歌
題
で
開
催
さ
れ
た
と
す
る
説
が
あ
る
一
方
、
斎
宮
女
御
徽

子
女
王
歌
合
は
本
歌
合
の
誤
伝
と
す
る
説
が
あ
る
。

（
29
）　

拙
稿
「
麗
景
殿
女
御
歌
合
の
位
置
」、『
古
代
研
究
』
第
四
十
六
号
、
二
〇
一
三
年
二

月

（
30
）　

芳
子
が
女
御
と
な
っ
た
の
は
天
徳
二
年
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
歌
合
開
催
の
時
点
で
は

ま
だ
女
御
で
は
な
く
、
宣
耀
殿
御
息
所
瞿
麦
合
と
も
称
さ
れ
る
。

（
31
）　

萩
谷
朴
『
平
安
朝
歌
合
大
成
』。
当
該
歌
合
の
和
歌
本
文
の
引
用
も
同
書
に
よ
る
。

（
32
）　

時
平
の
子
は
没
し
、
忠
平
に
は
兄
が
二
人
い
る
が
、
仲
平
は
子
ど
も
が
お
ら
ず
、
兼

平
は
若
く
し
て
没
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
忠
平
が
時
平
の
跡
を
継
ぐ
形
に
な
っ
た
。

（
33
）　

吏
部
王
記　

承
平
四
年
十
二
月
二
十
七
日
条
に
、
代
明
が
装
束
を
、
重
明
が
屯
食
を

設
け
た
こ
と
が
載
る
。

（
34
）　

吏
部
王
記　

天
慶
三
年
八
月
二
十
六
日
条

（
35
）　

初
期
歌
合
に
こ
の
よ
う
な
性
質
が
あ
る
こ
と
は
井
出
至
「「
逐
次
」
的
和
歌
配
列
法

の
源
流
」（『
古
典
学
藻
』
一
九
八
二
年
一
一
月
）、
一
瀬
恵
理
「
平
安
朝
歌
合
に
お
け

る
類
似
表
現
を
め
ぐ
っ
て
」（
横
浜
国
大
国
語
研
究
８
、
一
九
九
〇
年
三
月
）
に
指
摘

さ
れ
る
。

（
36
）　

当
該
箇
所
は
ｐ
41

（
37
）　

森
本
元
子
「
斎
宮
女
御
の
生
涯
」（『
私
家
集
と
新
古
今
集
』、
昭
和
四
九
年
、
明
治

書
院
）
に
一
八
、
六
五
、
一
二
〇
番
歌
の
詞
書
を
指
摘
し
て
い
る
。

（
38
）　

森
本
前
掲
論
文
→
注（
37
）

（
39
）　

た
と
え
ば
伊
勢
集
や
信
明
集
が
そ
の
例
で
あ
る
。


